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梅雨時期も終盤に入り、毎日じめじめとした日が続いています。また、大気の状態も不安定で、登

下校にも支障を来す日があります。天気予報をこまめに確認し、雨対策や災害対策なども、周りから言

われてからするのではなく、自分で判断して積極的に進めていきたいものです。 

さて、この梅雨ですが、日本の稲作や私たちの日常生活においては、必要なものでもあります。雨が

降らなければ、稲の成長に大きな影響が生じ、夏の水不足にもつながるからです。江戸時代

には、雨が降らず不作になって百姓一揆が起こったこともしばしばありました。この６月の

時期の雨が、重要な役割を果たしているのです。 

日本の稲作では、梅雨が明け本格的な夏を迎えるころに、田の水

をなくします。これを「中干し」というのだそうです。これもまた、稲の成長には欠かせな

い作業なのだそうです。土の表面を乾かすことで土や根に酸素を送り、稲は水を求め

て大地に根をしっかりと張るのだそうです。こうして再び水を入れると、たくさんの養分

を吸い込み、豊かな実りにつながるのだそうです。 

子どもたちの成長にも、この「中干し」の時期があれば、今以上の成長が期待できるので

はないかと考えます。ずっと満たされた状態を周りが気を遣いながら作るのではなく、自分

で考え自分の力を自力で伸ばせる時間や場面があるほうが、子ども自身の成長につな

がるのではないでしょうか。ほんの少しの我慢や辛抱、様々な体験や知識の習得を経

て、自分の力が生かせる場面を自分で見つけ、自分で目標を持って進んでいく、そんな「中干し」の時

期を中学生の間に経験して、大きく成長してほしいと思います。  
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お知らせ 5月から、新型コロナウイルス感染症が分類上５類相当となり、対応は以前のインフル

エンザと同等になりました。家族や周囲に陽性患者が発生しても、濃厚接触者の特定はありませんの

で、出席停止となるのは陽性者本人のみとなります。また、これまでは発熱した場合、感染拡大  

防止のため、出席停止としていましたが、今後は欠席（病気欠席）となります。ただし、  

発熱後陽性となった場合は、出席停止（インフルエンザも同様）となります。陽性者の  

出席停止期間は5日間かつ風邪症状の軽快後（解熱後）１日以降となりましたので、 

土日を含めるとおよそ１週間程度となります。現在学校生活では、咳などの風邪症状がある場合は別  

として、生徒にマスクの着用は求めず、個人の判断に任せています。しかしながら、今後  

は、気温の上昇に伴う熱中症の危険性も出てきます。周囲に合わせて着用を続けるの 

ではなく、自分の体調に合わせての着脱が望ましいと考えます。ご家庭においても、お  

子さまと相談のうえ、ご判断ください。 
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３年生修学旅行【長崎・佐世保・唐津方面】４月24日～26日 

 1日目と２日目は、長崎での活動でした。平和祈念公園でのセレモニーと、市内の自主研修では、これま

での準備の成果を生かし、思い出に残る２日間となりました。3日目の体験活動は晴天に恵まれ、それぞれ

の選択したコースで、楽しむことができました。 

１年生校外学習【希望が丘】４月25日  

 少し蒸し暑い曇天でしたが、大自然の中、みんな

で楽しいひと時を過ごすことができました。 

２年生校外学習【オーパル】５月２日  

 暑すぎるほどの日差しの中、琵琶湖の環境を

肌で感じながらの体験活動に取り組みました。  


